
モデル名称 Wpem(Wall Paint Exposure Model) 

開発国  米国 
開発機関 

開発者 
EPA 

入手方法 

(URL・価格等) 
 http://esm.versar.com/emlimes/imes.htm 

モデルの 

目的概要 

家庭及び作業環境におけるロール塗り、ブラシ塗りによる壁塗装時に排出される化学物質の曝露を

推定するツール。 

 

操作手順  

 

 

 

1 「Painting Scenario」タブをクリックする。  
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2 「Painting Scenario」の欄で塗装する建物の情報を選択する。また、「Painted Surface and Number 

of Coats」の欄では塗装する部分を選択する。選択が終了したら「Paint and Chemical」タブをク

リックする。  
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3 ここでは塗料と含有化学物質に関する情報を入力する。まず、「Type of Paint」の欄で、塗料

の種類を選択し、「Select Chemical」の欄で評価をしたい化学物質を選択する。選択できる化学

物質は 24 種類あり、Molecular Weight（分子量）および Vapor Pressure（蒸気圧）はデフォルト

値が自動的に入力される。入力が終了したら、「Occupancy and Exposure」タブをクリックする。  
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4 ここでは、曝露に関する情報を入力する。まず、「Exposed Individual」の欄では曝露対象を

設定する。ここで、「Professional Painter」と「DIY Painter」では作業中の曝露、「Adult occupant」

と「Child occupant」では塗装された建物で生活しているときの曝露が評価されることになる。 

 次に、「 Individual’s Location during the Painting Event」の欄で塗装している期間中に生活して

いる場所を選択する。  

 入力が終了したら、「Execution」タブをクリックする。  

 

 

2010/03/10　横浜国立大学　大学院環境情報研究院／安心・安全の科学研究教育センター



 
5 「Execute」ボタンをクリックすると、画面下側に計算結果が表示される。ここで、「View/Print 

Report」ボタンをクリックすると、印刷用の計算結果が表示される。  
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